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取得学位

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学会・経営史学会・日
本産業技術史学会・地方史研究協議会・北海道東北史研究会・交通史学会・鉄道史学会・日本植
民地研究会

「満洲」における植民地輸送史の研究／近代日本の地理写真史の研究

地理学科３年次ゼミでは、野外巡検にあたり報告書『山梨巡検報告書－甲府市とその周辺
の地域調査－』（三木ゼミ調査法・野外研究調査報告書第17号,2014年)の企画・指導・引
率・編集・発行を３年ぶりに実現できた。その他、関西大学文学部(前期：歴史地理学担
当)、関西大学大学院文学研究科博士課程前期(後期：歴史地理学研究Ｂ担当)に各々出講
した。

【委員等】愛知県史調査執筆委員／伊賀市史執筆委員／(社)全国樺太連盟「樺太の歴史」
執筆委員
【学会役員等】人文地理学会会計常任理事／歴史地理学会評議員／鉄道史学会会計監査
【市民講座等】近鉄文化サロン(4月)、毎日文化センター「なにわ再発見」(6月)、高の原
カルチャーサロン地理学講座(10月)、伊賀市青山公民館図書館歴史講座(2月)など

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

歴史地理学・交通地理学／植民地鉄道史・写真史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

【競争的資金獲得】平成25～28年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「南
満洲鉄道の輸送に関する歴史地理学的研究」(研究代表者)、平成25～28年度前同基盤研究
(Ａ)「帝国日本の移動と動員」(研究代表者：小樽商科大学商学部特任教授・今西一、研
究分担者)、平成25～28年度前同「サハリン(樺太)島における戦争と境界変動の現代史」
(研究代表者：北海道大学名誉教授原暉之、研究分担者)
【公費による海外調査】大韓民国：ソウル・大田・済州島(8月22～28日／科学研究費によ
る)・中華人民共和国：黒龍江省(9月2～9日)

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・途上地域特論(通年)
・地誌学演習Ⅰ(通年)
・地誌学演習二(通年)
・

授業科目

学部担当科目

・地理学講読・調査法(八)（通年）
・地理学演習(八)（通年）
・地理学卒業演習(八)（通年）
・交通地理学(後期)
・人文地理学概論Ⅰ（前期）
・日本地誌Ⅰ(前期)
・日本地誌Ⅱ(後期)

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

地理学科主任／全学企画委員／文学部企画委員長／全学人事委員／博物館委員／全国高校
生歴史フォーラム審査委員／居合道サークル顧問／サークル・旅と鉄道顧問／ソフトボー
ルサークル顧問



共著

共著

単著

単著

単独

単独

単著

　

　

　

2014年11月

「交通・通信」関係の項目を分担執筆し
た。

2014年 4月

ミネルヴァ書房

2014年12月 伊賀市

2014年3月

山川出版社『歴史と地
理－日本史の研究』第
669号

政治経済学・経済史学
会『歴史と経済』第 225
号

　

　

　

2014年10月

　

　

　

人文地理学会歴史地
理研究部会

日本民俗学会談話会

2015年 3月
北樺太保障占領と(樺太)の関係を人や
物の往来から考察し、その開発の失敗
について考察したもの。

アジア経済研究所『ア
ジア経済』第56巻 1号

2015年 3月

宇田・畠山氏の編著書に対する書評

　

　

南満洲鉄道の撫順炭輸送を1920年代
に焦点を当てて考察した結果を、満鉄
輸送全体をスライドを交えて紹介しなが
ら報告した。

古写真利用に関する学際的研究集会
で人文地理学での利用についてコメン
トした。

⑤

①書評　宇田正・畠山秀樹編著
『日本鉄道史像の多面的考察』

③

　

（その他）

②

⑤

⑤

④

南満洲鉄道の撫順炭輸送を1920年代
に焦点を当てて考察したもの。

③

（学会発表）

①1920年代南満洲鉄道におけ
る撫順炭輸送

②幻の日本によるサハリン島一
島支配－保障占領期南・北樺
太の開発

②藤井正・神谷浩夫編著『よく
わ  かる都市地理学』

③

④

②コメント・（古）写真利用の可
能性―人文地理学の立場―

⑤

①1920年代南満洲鉄道におけ
る撫順炭輸送

③

④

④

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①伊賀市編『伊賀市史　第三巻
通史編　近現代』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

都市地理学に関するテキストのうち、近
代の都市交通関係を分担執筆した。


